
右の図のように, 2つの関数
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(x > 0, bは定数) · · · イ⃝

のグラフがある。
点Aは関数ア⃝, イ⃝のグラフの交点で, Aの

x座標は 4である。点 Bは関数ア⃝のグラフ
上にあって, Bの x座標は 2であり, 点Cは
関数イ⃝のグラフ上にあって, Cの x座標は 8

である。また, 関数ア⃝について, xの値が 2

から 4まで増加するときの変化の割合は
9
2
である。このとき, 次の各問いに答えなさい。

(1) a, bの値を求めなさい。

(2) 直線 BCの式を求めなさい。

(3) 関数ア⃝のグラフ上において 2点A, Bの間に点 Pを, 線分 BC上において 2点 B, Cと
は異なる点Qを, 直線 PQが x軸と平行になるようにとる。また, 直線 PQと y軸と
の交点をRとする。

1⃝ 点 Pの x座標を tとして, 線分 PQの長さを, tを使った式で表しなさい。

2⃝ PQ : PR=3 : 2となるときの Pの座標を求めなさい。
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1 数樂　 http://www.mathtext.info/


